
10月20日（土）、2012年度町田市子ども教育委員会を開催しました。
市内の小学校全42校から代表として選出された児童42名を子ども教育委員として任命し、教育委員会の教育委員
とともに、今年のテーマ「学校を楽しくするために、ぼくたち、わたしたちにできること」について話し合いました。
話し合いは5つのグループに分かれて行われ、合わせて12の提案が出されました。

　他の学年と遊んだり、高学年が低学年にいろいろ教え
たりして、学校みんなで笑顔になろう！

▲任命書を受け取る
　鶴間小学校の石川友貴君

いしかわ とも き

▲5グループの発表

▲3グループの話し合い

▲4グループの話し合い

▲2グループの話し合い

▲1グループの発表＊笑いがおこるような遊び・交流をしよう！

　あいさつ運動や、地域の人へのあいさつで、
あいさつする側もされる側もスマイル！スマイル！

＊スマイルあいさつ！

　マナーを守ったり、目標を達成する
ためには、ふり返りが大切！ちゃんと
マナーを守れているか、目標がどれだ
け達成できたかをみんなでふり返っ
て、もっとすてきな学校に！

＊マナーを守ってふり返ろう！
＊目標達成ふり返り！

　自分の学校や他校の友達と仲よくなったり、
いじめをなくしてみんな仲よくしたら、学校は
もっと楽しくなるはず！

＊なかよし大作戦！

　違う学年の子と一緒に花を育てたり遊んだりし
て、いろんな学年の友達を増やそう！

＊異学年交流をしよう！

　地域の人と仲よくなっ
て、普段できないいろんな
ことを体験しよう!

＊地域交流をしよう！

　校内放送で、給食の
時間にクラスやクラ
ブの紹介などをすれ
ば、いろんな人と知り
合いになるし、給食も
もっと楽しくなるよ！

＊町田市チャンネル！

　みんなの意見が聞けるような、かわいい名前
の意見箱を作ろう！出された意見は学級会で、
問題解決のために話し合おう！

＊意見を入れる箱を置く！

　心が温かくなるような言葉や、うれしくなる
言葉を言い合う交流会を開こう！

＊交流会をしよう！

　毎日の勉強が楽しくなれば、学校に
来るのも楽しくなる！図書館のポス
ターを作ったり、良
いことをするとた
まるポイント制度
で、勉強だって楽
しくなっちゃう！

＊勉強を楽しくして学校に
　行きたくなるようにしよう！

　あいさつをしたり、良い声かけをすれば
みんなすがすがしい気持ちになれる！達成
できたらお祝いをしよう！

＊お互いに良い声かけをしよう！

＊スマイルあいさつ！

＊なかよし大作戦！

＊町田市チャンネル！

＊マナーを守ってふり返ろう！
＊目標達成ふり返り！

＊異学年交流をしよう！

＊地域交流をしよう！

＊笑いがおこるような遊び・交流をしよう！

＊意見を入れる箱を置く！

＊お互いに良い声かけをしよう！

＊交流会をしよう！

＊勉強を楽しくして学校に
　行きたくなるようにしよう！

　中学校給食は教育委員会の栄養士が、「学校給食摂取基準」をもとに献立を作成しています。
　旬の食材を使い季節感を大切にし、毎月19日の「食育の日」には、各地方の郷土料理を提供し
ています。また、生徒に人気のある肉料理はもちろん、新しい献立も積極的に取り入れていま
す。一食およそ25種類の食材が使われ、成長期に必要な栄養がしっかり摂れるバラエティに富ん
だ内容です。1日に必要な野菜（350ｇ）の約４割（150ｇ）を摂ることが出来ます。
　学校給食衛生管理基準を守るため、おかずは調理後冷却し盛り付けられますが、ご飯は温かい
状態で届き、各校で検食を行った後で生徒に配膳されます。
　今後も給食試食会の意見を参考に、給食がよりよくなるよう改善していきます。

▲2012年度に試食会を実施
　した市内8校の集計結果

＜東京都郷土料理＞
深川飯、鯖の香味焼き、明日葉の煮浸し、
ふろふき大根、厚焼き卵、オレンジ、牛乳 栄養価の高い給食をこれからもお願いします。

親子で献立を見て、共通の話題になっています。

魚料理よりも、肉料理を多く入れて欲しい。

子どもを対象に給食試食会を開催して欲しい。

携帯用
QRコード

スマートフォン用
QRコード

☆町田市のホームページで、中学
校給食の写真、給食だより、献立
カレンダー、栄養価、人気の献立
レシピ等を掲載しています。詳し
くは保健給食課（☎724-2177）
までお問い合わせ下さい。

＜肉料理献立＞
雑穀ごはん・ごま塩
鶏肉のから揚げ
青大豆入りチーズポテト
春雨のサラダ
磯煮
牛乳

●中学校給食は、９月から市内を２地区に分
け、（協）町田給食センターが10校とエンゼル
フーズ（株）が９校の調理業務を請け負って
おり、お弁当の形で生徒に提供しています。

TEL 042ー722ー3111　ホームページ http://www.city.machida.tokyo.jp
発行：町田市　編集：学校教育部 教育総務課　〠194-8520　町田市森野２ー２ー22

２０１２ 年
12月21日

2面 まちだの子がんばっています！
　　町田市公立小中学校作品展
　　教育委員コラム Vol.3
3面 鶴川駅前図書館へ行ってみよう！
　　「滑稽とペーソス　田河水泡
　　“のらくろ”一代記」展
4面 わがまち学校たんけん隊！
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だ
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語
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学
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　11月23日（金）、町田市教育講演会が、町田市民

フォーラムで開催され、2012年度東京都教育委員

会「自尊感情や自己肯定感に関する研究」推進校に

指定されている町田第五小学校の実践報告があ

りました。保護者・市民の方から「自尊感情や自己肯

定感が家庭での生活習慣と関連していることがわ

かってよかった」などの感想が寄せられました。

町田市教育
講 演 会

「子供の自尊感情や
自己肯定感の向上を目指して」 観覧

無料

▲小学校図画工作展
　出品予定作品

【場　所】町田市立国際版画美術館・企画展示室１ （町田市原町田4-28-1☎726-2771）
【休館日】月曜日（休日の場合はその翌日）、年末年始（12月28日～1月4日）
【開館時間】平日10:00～17:00、土・日・祝10:00～17:30（入館は30分前まで）

○中学校美術作品展　１月11日（金）～１月20日（日）
○小学校図画工作展　１月25日（金）～２月３日（日）
○小学校書写展　２月８日（金）～２月17日（日）

※いずれも2013年

子どもたちが日ごろ学校で学習した美術、
図画工作、書写の意欲あふれる作品展です。

ご家族そろって
お出かけ下さい。

９
月
〜
11
月

競技会やコンクールなどで
素晴らしい成果を挙げています。

鶴川第二小学校 ●合唱団

NHK全国学校音楽コンクール
関東甲信越ブロック小学生の部 銀賞

金井中学校 ●ソフトテニス部

関東大会

全国大会

男子個人戦ベスト８

男子個人戦出場

 ●陸上競技部

関東大会 男子砲丸投げ出場

成瀬台中学校 ●弓道部

関東大会

全日本少年少女武道練成大会

予選出場

予選出場

南大谷中学校 ●陸上競技部

関東大会 １年男子1500M　予選出場

 ●硬式テニス部

関東大会

関東大会

シングルス　ベスト32

ダブルス　ベスト32

 ●演劇部

関東中学校演劇コンクール
（2012年 3月開催）

金賞

町田第三中学校 ●硬式テニス部

関東大会

全国大会

男子ダブルス　準優勝

男子ダブルス　ベスト８

町田第一中学校 ●チアダンス部

 ●水泳部

ダンスドリル関東大会

ダンスドリル全国大会

ソングリーダー部門 Large 編成　４位

ソングリーダー部門 Large 編成　５位

関東大会 男子50M自由形予選出場

忠生中学校 ●硬式テニス部

関東大会 男子シングルス出場

つくし野中学校 ●水泳部

全国大会

南中学校 ●体操競技部

関東大会

全国大会

 ●陸上競技部

関東大会

全国大会

110Mハードル　９位

四種競技　１５位

 ●吹奏楽部

東京都吹奏楽コンクール
（全日本吹奏楽コンクール予選） 銀賞

 ●合唱部

TBSこども音楽コンクール地区大会

東日本優秀演奏発表会

最優秀賞

出場決定（１２月２６日）
団体出場

団体出場（東京代表）

小山田中学校 ●バドミントン部

関東大会 男子団体　出場

 ●新体操部

関東大会

全国大会

クラブリボン　女子個人総合２位

クラブリボン　女子個人総合２位

 ●水泳部

関東大会

全国大会

200M平泳ぎ　予選出場
100M自由形　予選出場

200Mバタフライ　予選出場

鶴川第二中学校 ●硬式テニス部

関東大会・全国大会 男子団体戦出場

 ●バドミントン部

関東大会 男子個人戦出場

 ●合唱団

NHK全国学校音楽コンクール
関東甲信越大会

NHK全国学校音楽コンクール
全国大会

TBSこども音楽コンクール地区大会

東日本優秀演奏発表会

金賞

銅賞（全国３位）

最優秀賞

出場決定（１２月２６日）

 ●新体操部

関東大会

全国大会

女子200M自由形　　　　　７位入賞
女子400M自由形　　　　　予選出場
男子100M自由形　　　　　予選出場
男子200M個人メドレー　　予選出場
男子200M自由形　　　　　予選出場
男子400Mリレー　　　　　予選出場
男子400Mメドレーリレー　予選出場

女子個人総合　　　　　優勝
　　　　跳馬　　　　　優勝
　　　　段違い平行棒　優勝
　　　　ゆか　　　　　優勝

女子個人総合　　　　　優勝
　　　　跳馬　　　　準優勝
　　　　段違い平行棒　優勝
　　　　平均台　　　　３位
　　　　ゆか　　　　　優勝

南成瀬中学校 ●陸上競技部

関東大会 ３年女子100M　３位
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の
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「絵はがきに見る近代」▲美人絵はがき

　明治30年代に定着する絵はがきは、写真や絵で当時の様子を今に語り

かけてくれます。今回は民権家・村
むらの

野常
つね

右
え

衛門
もん

とその家族が残した絵はが

きから、一家族が歩んだ近代を眺めてみます。

　日露戦役記念絵はがき、憲法発布

20周年記念絵はがき、町田銀行の

絵はがき、横浜倉庫起工式の記念

絵はがき、台湾総督府10周年記念

絵はがき、日本医学会記念絵はがき、

日米学生野球（ウィスコンシン大 vs

慶応）の記念絵はがきなど、様々な

絵はがきを紹介する予定です。

自由民権資料館

連載

第９回 新指定文化財特別公開
　①「南多摩郡各町村縮図」、②な
すな原遺跡出土の隆起線文土器、③
川島谷遺跡出土の爪形文土器の３件
が新たに町田市指定有形文化財に
指定されました。今回指定された資
料を、2013年１月５日（土）から３月
24日（日）まで、自由民権資料館で特
別公開します。

　「南多摩郡各町村縮図」は、八王子の中心部を除く南
多摩郡全域の町村縮図108点が揃う、他にはない史料
群です。なすな原遺跡出土の隆起
線文土器（約13,000年前）、川島谷
遺跡出土の爪形文土器（約11,000
年前）は縄文時代草創期、市内最
古級の土器です。

▲町田銀行の絵はがき
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▲①南多摩郡各町村縮図

【お詫び】
　本紙９月11日号３面掲載の「町田の
歴史の一コマ　天野佐一郎の手跡・
足跡をたどる」の記事中、1922年の
和暦に誤りがありました。正しくは大
正11年です。訂正してお詫びします。

問い合わせ 自由民権資料館 ☎ 734-4508

◆毎週土曜日の14：00からギャラリートークを行います。

▲憲法発布20周年記念絵はがき

入館
無料

▲②隆起線文土器

▲③爪形文土器

問い合わせ
生涯学習総務課 ☎ 724-2554

　晩年を町田市玉川学園で過した田河水泡の90年にわた
る人生をひも解き、50年をかけて完結させた「のらくろ」
シリーズへの熱い想い、作品に通底するペーソスの理由を
探り、多くの少年に笑いと勇気を与え、戦後の漫画家たち
に大きな影響を及ぼした作品の魅力に迫ります。
　落語会、のらくろＳＰレコード鑑賞会、講演会、文学散
歩など、たのしいイベントを企画しています。
　皆さまのご来館をお待ちしています！

2013年1月19日（土）～3月24日（日）10:00～17:00
※毎週金曜日は20:00まで開館

「滑稽とペーソス 田河水泡“のらくろ”一代記」展

●休館日：毎週月曜日（ただし２月11日は開館）、２月14日（木）、
　　　　  ３月14日（木）

●観覧料：一般400円、65歳以上・大学生200円、高校生以下無料

※１月19日（土）、２月10日（日）、３月24日（日）は入場無料

問い合わせ 町田市民文学館 ☎ 739-3420

　10月17日、小田急鶴川駅前の複合型文化施設「町田市文化施設・和光大学ポプリホール鶴川」の２階に、鶴川駅前図書館が開
館しました。駅前の図書館ということもあり、通勤・通学の方が利用できるよう、地域図書館では初めて、火・水・金曜日（祝休日
を除く）は夜8時まで開館しています。皆さまのご来館をお待ちしています。

【開館時間】火・水・金曜日（除祝休日）10:00～20:00
　　　　　　木・土・日曜日・祝休日　10:00～17:00

緑が残る鶴川地域の図
書館として、里山や身近
な自然の本などを集め
た「みどりのコーナー」

吹き抜けがあり、開放
感のある新しいスタ
イルの図書館です。

問い合わせ 鶴川駅前図書館 ☎ 737-0263

1939年から1989年まで「私立鶴川図書
館」を運営し、公共図書館の草分け的存在
である浪

なみえ

江虔
けん

氏の蔵書を展示しています。

今までの地域図書館と比べて図書閲覧
席がたくさん設けられて、50座席の机席
のほか、スツールやベンチ、パソコンなど
を使って閲覧できる席が7席あります。

©田河水泡／講談社

ミニ企画展

2013年 2月 2日（土）～3月 24（日）
開館時間  9：00～16：30 　休館日  月曜日（祝日の場合は翌日）

【休館日】毎週月曜日（祝休日は開館）・毎月第2木曜日（祝休日は開館）、
　　　　　年末年始（12月29日～1月4日）・館内整理期間
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　本校は、2012年４月に開校した町
田市内で初の小中一貫校です。以下に、
本校の特色を紹介します。
　小・中学校教員による授業連携を段
階的に実施・検証を進めています。例
えば、小学校５・６年生の算数を、中
学校の数学の先生が一緒に教えたり、
小学校５・６年生の外国語活動を、中
学校の英語の先生が主で教えたり、小
学校６年生の国語を、中学校の国語の先生が一緒に教えたり、小学校１・２
年の生活科を、中学校の技術科の先生が一緒に教えたり、小学校の体育に、
中学校の体育の先生が、単元によって一緒に教えたり、音楽の授業を、小・

中学校の音楽の先生２人で教えた
り、中学校美術を、小学校の図画工
作の先生が一緒に教えたりしてい
ます。　
　朝の始業前や放課後の「学びの
場」を設置し、算数・数学の補充学
習を実施したり、授業以外の時間で
も、いつでも必要なときに「学びの
場」に行けば落ち着いた雰囲気の中
で学習できたり、きめ細やかな学習

指導をしています。また、近隣大学の学生も学習の補助に来てくれています。
　運動会（６月）、スクールコンサート（６月）、セーフティ教室（７月）、
防災訓練（９月）、道徳授業地区公開講座
（10月）、学習発表会（10月）などの学
校行事を小・中合同で行っています。
　部活動が盛んで、小学校５年生から部
活動に入部することができ、小・中学生
が一緒に活動しています。
　環境教育に力を入れており、大戸源流森
の会等と連携した学校林「里山」を活用
したカリキュラムを実施しています。校
地内には学園の仲間のヤギ２頭もいます。

▲小・中学生が一緒に行う運動会

小中一貫  ゆくのき学園の教育小中一貫  ゆくのき学園の教育
～ときめき体験・学びの推進～

鶴川第二中学校の教育鶴川第二中学校の教育
～優しい笑顔が溢れる学校～

南第三小学校の教育南第三小学校の教育
～あいさついっぱい、一人一人が輝く南三小～

本町田小学校の教育本町田小学校の教育
～希望の森の緑が息づく地域協働のコミュニティースクール～

小中一貫  ゆくのき学園の教育小中一貫  ゆくのき学園の教育
～ときめき体験・学びの推進～

鶴川第二中学校の教育鶴川第二中学校の教育
～優しい笑顔が溢れる学校～

南第三小学校の教育南第三小学校の教育
～あいさついっぱい、一人一人が輝く南三小～

本町田小学校の教育本町田小学校の教育
～希望の森の緑が息づく地域協働のコミュニティースクール～

小中一貫  ゆくのき学園の教育小中一貫  ゆくのき学園の教育
～ときめき体験・学びの推進～

鶴川第二中学校の教育鶴川第二中学校の教育
～優しい笑顔が溢れる学校～

南第三小学校の教育南第三小学校の教育
～あいさついっぱい、一人一人が輝く南三小～

本町田小学校の教育本町田小学校の教育
～希望の森の緑が息づく地域協働のコミュニティースクール～

　南第三小学校は、1958年に南第一小学
校から分かれて開校し、今年開校55年を
迎えました。学校は南地区への入口、南橋
に近く、町田街道に面しています。児童数
472 名で 15 学級です。全校児童が「あ
いさついっぱい、一人一人が輝く南三小」
をモットーに、毎日元気に生活しています。
今年度、防音化工事を終え、全教室空調が
完備されました。2014年には、敷地内に

学童保育クラブも設置される予定です。
　校舎内の一室に、昔使っていた農具や家
具等が展示された教室「郷土資料室」があ
ります。ここは以前から地域の方々のご厚
意により、多数寄贈していただいた品々を
「昔の民具」として残している教室です。
昔の道具が実際に間近に見られ、３・４・
５年生の学習に役立っています。
　お年寄りを始め、たくさんの地域の方が

金森の歴史や町田音頭、地域探検、農業体験等、様々な教育活動にボランティ
アとして関わって下さっています。子どもたちは地域の方々との触れ合いか
ら、人とのかかわりの大切さを学び、成長しています。
　また、毎年、高学年児童が近くにある老人ホー
ムを訪問しています。短い時間ではありますが、
手品や歌や民舞を披露し、デイサービスを利用
している方々と交流をして楽しい時間を過ごし
ています。
　今年は、工事の関係で運動会を10月に盛大
に実施しました。運動会は、たくましい心と体
を育て、子どもが意欲的に活動できる場です。
特に５・６年生合同による騎馬戦「金森山の合
戦」と「組体操」は伝統的に引き継がれています。
　これからも地域とともに歩み、信頼され、魅
力ある学校を目指し、教職員一同で取り組んで
いきます。

小中一貫  ゆくのき学園の教育小中一貫  ゆくのき学園の教育
～ときめき体験・学びの推進～

鶴川第二中学校の教育鶴川第二中学校の教育
～優しい笑顔が溢れる学校～

南第三小学校の教育南第三小学校の教育
～あいさついっぱい、一人一人が輝く南三小～

本町田小学校の教育本町田小学校の教育
～希望の森の緑が息づく地域協働のコミュニティースクール～

　校地内に広い希望の森があり、緑豊
かな本校は、2002年の開校以来、学
校・保護者・地域が協働するコミュニ
ティースクールを目指して、特色ある
教育活動を展開しています。
　その一つ目は、夏休みのサマースク
ールです。毎月実施しているコミュニ
ティー委員会を中心に、茶道教室、料
理教室、テニス教室等、50講座を超える教室を開講し、延べ 1,000 人を
超える子どもたちが参加しています。二つ目は、10月の土曜日に実施する「本
小まつり」です。子どもたちが楽しみにしているこのお祭りは、たくさんの

ゲストティーチャーを招いての生活
科、総合的な学習の授業参観と、保護
者主催のお祭りのコラボレーション
行事です。校庭には、ゲームコーナー
や体力測定等のお店がたくさん並び
ます。
　「子どもたちにとって、おもしろい
こと、楽しいことがいっぱいある学
校」を目指している本校は、今年度、

東京都のスポーツ推進校に選ばれ、体力向上にも取り組んでいます。先生た
ちは、「関わり合いを通して、進んで運動する子どもを育てる」体育の授業
研究に取り組み、楽しい体育の授業を目指しています。
　10月 9日（火）には、ロンドンオリンピック女子体操の代表、田中理恵
選手が一日校長として来て下さい
ました。子どもたちと一緒に体育
の授業をしたり、床運動の模範演
技を見せてくれたりしました。
　来年度は、「子どもたちが汗を
かいて運動し、遊び、働く学校」
を目指して、校庭の芝生化に取り
組む予定です。緑豊かな本小が、
みんなの心のふるさとになってく
れればと願っています。

▲サマースクール

▲本小まつり

▲アスリート一日校長

　「銅賞は…町田市立鶴川第二中
学校 !!!」NHK 全国学校音楽コン
クールの審査発表。その瞬間、歓
喜の笑顔が全国に放映されまし
た。
　本校は開校以来 40 年目を迎
え、生徒の笑顔がいつも溢れてい
る学校です。その笑顔をいちどき
にたくさん見られるのは、本校の
伝統、誇りである三大行事です。今年も１学期は運動会、２学期には合唱コ
ンクール、そして文化祭がありました。
　第40回の歴史ある運動会。開会式での生徒の凛々しい勇姿。矢継ぎ早に

繰り広げられる、汗と涙が輝く競技
に魅せられます。何よりも、仲間を
励まし応援するときの笑顔に熱く
心がときめきます。
　パルテノン多摩での合唱コン
クール。800 名近い生徒が集い演
奏します。心がひとつになって醸し
出されるハーモニーは、「東京で一
番では」とさえ言われます。まさに、

校風である『歌声の響く学校』の象徴。幸せな笑顔が心に煌めきます。
　実りの秋に相応しい文化祭。普段の学習や活動の成果を展示したり発表し
たりします。体育館ステージでは、手話、吹奏楽、合唱、演劇…多彩な発表
があります。純真に演じ奏でる。熱心に見て聴く。認め合う笑顔に、温かく
心が和みます。
　鶴川二中生、いつでもどこでも
心に映えるのは笑顔の優しさです。
この優しい笑顔は、かけがえのな
い“宝”です。これからも本校は、
保護者・地域の皆さまと一体になっ
て、さらに優しい笑顔が溢れる“鶴
二中らしい”教育を進めてまいり
ます。

（4）

▲組体操「富士山」　　　

▲地域の畑でいもの苗植え

▲運動会

▲文化祭

▲合唱コンクール

▲郷土資料室

▲騎馬戦「金森山の合戦」

▲中学校教員による算数の授業

▲ふれあい広場でヤギと
　触れ合う子どもたち
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